













































A Case Study of Using ICT to Support Expression for a Student with Severe Physical Disability: Use of a 
Tablet-type Device on reading and writing for a Child with Congenital Myopathy
一般論文















1. 2.  AAC
















































　① 平仮名の清音のみで構成される 2 ～ 3 音節の単
語について、対象児は絵カードを見て、どの程度正し
い綴りで入力することができるか。













3. 1.  対象者
　対象児は、特別支援学校小学部 2 年生の男子で、指
導開始時の年齢は 7 歳 8 ヶ月であった。
　障害の診断名は、先天性ミオチュブラーミオパチー
で、身体障害者手帳は 1 種 1 級である。













































































                                内容Ⅰ～Ⅵの平均点（３．０点） 
















1〜10        11〜20       20〜25 
1 あめ       11 ほたる          21 へそ 
2 いるか          12 ひよこ          22 せみ 
3 うきわ          13 にく            23 おしり 
4 けむし          14 といれ          24 めろん 
5 くま            15 のり            25 もち 
6 こあら          16 やかん         
7 えい            17 そら           
8 つみき          18 ゆみや         
9 ふね            19 てにす         
















3. 5.  実施期間
　2020 年 6 月～ 7 月
　文字学習の指導については以後も継続して行う。
3. 6.  実施方法
　週 2 時間、3 週間に渡り計 5 回国語の授業で個別学
習として取り組んだ。







れている 2 音節～ 3 音節の単語の絵カード 25 枚を順
番に見せ、その綴りを 1 文字ずつ入力させる。25 枚
全ての絵カードに答えると「を」以外の全ての清音を
一回以上入力したことになる。正答 1 文字ごとに 1 点




　平仮名の濁音・半濁音を含んだ 2 ～ 4 音節で構成さ
れている単語の絵カード 24 枚を順番に見せてその綴
りを 1 文字ずつ入力させる。24 枚全ての絵カードに
答えると全ての濁音・半濁音を 1 回以上入力したこと
になる。正答 1 文字ごとに 1 点を配し得点化する（１
単語につき 2 ～ 4 点、全問合計最高 74 点）。濁音・半
濁音を含んだ課題のリストを表 3 に示した。
























1〜10        11〜20       20〜24 
1 がいこつ    11 はなぢ          21 ぴんく 
2 たまねぎ        12 でんわ          22 ぷりん 
3 えのぐ          13 ぶどう          23 ぺんぎん 
4 ごりら          14 ばなな          24 ぽすと 
5 ざりがに        15 はなび                
6 にんじん        16 かべ                
7 ずぼん          17 ぼうし                
8 かぜ            18 みかづき           
9 ぞう            19 かげ                       


























































      表４ 清音課題の入力結果  （ ）内は文字数 
正答      誤答 
指導前        17（46）    8（18） 
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1〜10        11〜20       20〜25 
1 あめ       11 ほたる          21 へそ 
2 いるか         12 ひよこ          22 せみ 
3 うきわ          13 にく            23 おしり 
4 けむし          14 といれ          24 めろん 
5 くま            15 のり            25 もち 
6 こあら          16 やかん         
7 えい            17 そら           
8 つみき          18 ゆみや         
9 ふね       19 てにす     
10 はさみ       20 なす     
 
表１ コミュニケーション内容表（発信行動）と本児の評価 
内容Ⅰ「伝える場面で相手の顔を見ることができる」                   （５点） 
１点 促されると相手の方に体を向けることができる 
２  されると瞬間的にできる 
３  促されると数秒間持続してできる 
４  自分から数秒間持続してできる 
５  自分から適度に持続してできる 
内容Ⅱ「伝える場面で相手に自分の方を向いてもらうことができる」            （５点） 
１点 相手が聞いていなくても表現する 
２  適切な方法ではな 、相手 注意を引くことができる 
３  慣れた場面において、促され と適切な方法で相手の注意を引くことができる 
４  いろいろな場面において、促されると適切な方法で相手の注意を引くことができる 
５  適切な方法で自分から相手の注意を引くことができる 
内容Ⅲ「状況に応じた声量で話すことができる」                     （１点） 
１点 適切な声量ではないが話すことはできる 
２  慣れた場面で促されると適切な声量で話すことができる 
３  いろいろな場面で促され と適切な声量で話すことができる 
４  慣れた場面では、自分から適切な声量で話すことができる 
５  場面に応じて、 適切な声量で話すことができる 
内容Ⅳ「相手の質問に答え とができる」                       （３点） 
１点 相手に伝わりにくいが何らかの表出がある 
２  「はい・いいえ」で答えることができる 
３  絵や文字カードなどから選択して答えることができる 
４  単語で答えることができる 
５  三語文程度で答えることができる 












                                内容Ⅰ～Ⅵの平均点（３．０点） 












表２ 清音 みで構成される課題 
1〜10        11〜20       20〜25 
1 あめ       11 ほたる          21 へそ 
2 いるか          12 ひよこ          22 せみ 
3 うきわ          13 にく            23 おしり 
4 けむし      14 といれ      24 めろん 
5 くま            15 のり            25 もち 
6 こあら          16 やかん         
7 えい            17 そら           
8 つみき          18 ゆみや         
9 ふね            19 てにす         

























数としては、正答 46 字（71.9%）、誤答 18 字（28.1%）
であった。指導後に再評価したところ、正しく入力で







4. 2.  濁音・半濁音を含む課題（本文の表現に合わせた）
　濁音・半濁音を含む課題では、表 5 に示すように、
指導の開始時に絵カードの単語の綴りを正しく入力で
きたものは 16 語（66.7%）で、誤答は 8 語（33.3%）であっ
た。文字数としては、正答 51 字（68.9%）、誤答 23 字
（31.1%）であった。指導後には、正答は 23 語（95.8%）、
誤答は１語（4.2%）であった。文字数としては、正答








































表５ 濁音・半濁音課題の入力結果  （ ）内は文字数 
正答      誤答 
指導前        16（51）    8（23） 
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5 ざりがに        15 はなび                
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8 かぜ            18 みかづき           
9 ぞう            19 かげ                       


























































      表４ 清音課題の入力結果  （ ）内は文字数 
正答      誤答 
指導前        17（46）    8（18） 
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      表４ 清音課題の入力結果  （ ）内は文字数 
正答      誤答 
指導前        17（46）    8（18） 









































単語の誤りは 3 語、3 音節の単語では 5 語を誤答した。
濁音・半濁音を含む課題では、2 音節の単語では 2 語、
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